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１．研究計画の概要 
 主に小・中学校を対象とした授業プランの
開発のため、基礎調査と実験を行う。 
 アクセスが容易な山林・主要な御嶽林や公
園緑地・ビオトープ・サンゴ礁の浅瀬や干潟
において、教材として利用可能な動植物の状
態や効果的な観察時期、生育・生息環境につ
いての情報を収集し、教材化や授業実践に必
要な生物目録・植生図など授業実践資料を作
成する。これらの成果に基づき、沖縄の地域
教材を用いた生物分野の授業を構想する。暦
の基礎を理解できるよう、天体の見かけの運
動の観察のあり方を検討する。 
 露頭の現地調査と薄片製作・観察を行い、
小・中学生が実際に岩石や地層などを自ら調
べられる場所を抽出し、地殻変動と環境変化
の授業プランを開発する「小型たたら」の炉
内で形成される鉄滓の岩石学的な記載を行
い、それに基づき、小たたら鉄滓の観察から
火成岩形成をイメージさせる授業プランを
構想する。蛍光 X線分析装置の理科の授業や
科学クラブや高校課題研究などでの意義に
ついて検討する。 
 ある程度まとまったプランは、琉球大学教
育学部附属小・中学校などで試行する。検討
した教材や指導法を、大学の教員養成課程の
授業に生かすよう考察し、大学教員と小・
中・高等学校教員との協同的学習支援体制の
あり方についても考察する。 
 
２．研究の進捗状況 
 沖縄島中南部において都市地域残存森林の
植物相やセミ類の詳細な出現時期、ビオトー
プに飛来する昆虫相やトンボの産卵行動や繁
殖活動の季節変化、ヤゴの種構成、チョウの
日周活動、淡水性プランクトン等の生物相等

を把握した。都市内森林公園・ビオトープで
小学生や教員を対象にした野外観察学習会を
実施し、考案した教材の有効性を検討した。
多数の学術報告に散在する植物的自然に関す
る情報を、へき地・離島の各地域での自然教
育の必要に応じて利用できるシステムの構築
にむけて、文献情報の整理を進め、同時にこ
れまで調査の不十分な地域の現地調査を行っ
た。中学校・動物園・大学が連携した「動物
園観察実習」を実施し、「脊椎動物」に関する
認識を深める上での効果について検討した。
小学校・大学が連携した小学校サンゴ礁での
環境教育の典型例を明らかにした。 
 沖縄島の地層・堆積岩の大規模露頭の基礎
調査で沖縄島の露頭の現状を把握するととも
に、第四系に関する新知見を得て、代表的な
露頭の教材化を構想した。石垣島の深成岩類
の露頭、久米島の火山岩類の露頭の現状を把
握するとともに、露頭や標本の映像試料・演
示用試料を作成し、火成岩教材の作成を進め
た。小型たたらの炉内で形成される鉄滓の記
載岩石学的研究を進め、火成岩理解の教材化
を検討した。中学生に屈折赤道儀による太
陽・月・木星追尾観察を行わせることで、天
体の動きについて認識を深めさせ、教育実践
で求められる観察機材の機能について検討し
た。沖縄県に飛来する大気粉塵の元素組成を
蛍光X線分析装置1年間モニタリング測定し、
中国大陸から沖縄に大気粉塵の実態を把握し
た。蛍光 X線分析装置を用いて中学３年生に
対して、大気粉塵試料や生徒の身の回りの物
質の元素組成をその場で測定し、考察させる
授業を行ったほか、沖縄県の地学担当教員の
指導力向上研修事業に協力した。 
 
３．現在までの達成度 
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 ②おおむね順調に進展している。 
 
（理由） 
 各分担者の努力により、多数の論文を公表
し、多数の学会発表を行う成果を上げている
が、なお継続すべき調査・実践や、まだ取り
まとめ・公表をしていない基礎データや実践
がある。この１年で、これらの作業を進めよ
うと考えている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 分担者の大部分が同一研究機関に所属し
ているので、この話題でたびたび集まりを持
ち、成果や情報を共有し合い、協力しあって
進めていく。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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